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はじめに 

 
 松原と海越しに聳える富士山に心洗われ、老松の威容に感服する、三保松原では

誰もがそんな経験をしたことがあるでしょう。しかし、その三保松原の価値とは何

なのか、価値を未来に引き継ぐために何をしたら良いのか、わかりやすく説明する

のは案外難しいことです。おそらく答えは一つではないし、時代とともに変化して

いくでしょう。だからといって、あやふやなままにしておくと、皆で考えをまとめ

るのが困難になったり、目標を見失って活動が行き詰まってしまうかもしれませ

ん。 

 この計画は、様々な立場から名勝三保松原に関わる私たちの道標となることを目

指して策定しました。三保松原のことをもっと知りたい、三保松原のために何か活

動したい、というときだけでなく、三保松原のことで困っているときにも、この計

画が解決策の導きになれば幸いです。 

 この先、想定外の出来事が起こり、新たに追加すべきことや修正すべきことも、

たくさん出るかもしれません。今回の策定をスタートとして、より多くの関係者が

協力し、計画を進化させながら、名勝であり世界文化遺産でもある三保松原の魅力

を磨き、未来に引き継いでいきましょう。 

 計画の策定にあたり、静岡市三保松原保全活用計画推進専門委員会、地域、文化

庁、静岡県等、多くの皆さまから多大なるご協力をいただいたことに、心から感謝

申し上げます。 

 

令和 7 年 3 月 静岡市文化財課 
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第 1 章 目的 
1-1 この計画の目的 
 文化財保護法が平成 30 年（2018 年）に改正（平成 31 年 4 月 1 日施行）され、「活用し

ながら保存する」という方針が明確になった。個々の文化財については、その保存と活用の

考え方や取り組んでいく内容をまとめる保存活用計画の策定に関する指針が示された。 
 本計画は、名勝三保松原

め い し ょ う み ほの ま つ ば ら

の本質的価値を明らかにし、策定時（令和 6 年、2024 年）の

「現状と課題」を整理し、その後の 10 年間を見据え、価値を次世代に継承していくための

「保全（※）」、その魅力を認識してもらうための適切な「活用」、双方が連動して実施で

きるようにするための「整備」と、実施する「運営・体制」を示すものである。 
 
 
 
 
 
1-2 他の計画との相関 
 三保松原では、名勝を保全するための「名勝三保松原保存管理計画」を策定した後、世界

遺産登録に合わせ、構成資産を保全活用するための「静岡市三保松原保全活用計画」、マツ

の保全に特化した「静岡市三保松原管理基本計画」を策定した。しかし、各計画の関連性が

複雑で、土地所有者や保全活用を行う関係者等にとって、目指すべき姿や利用上のルールが

非常にわかりにくい状態だった。本計画では、保全と活用の基本理念や方針を明確にし、そ

の実現に向けた実施計画の方向性を示し、名勝の円滑な保全活用を図っていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   各種計画の相関図  

※この計画は文化庁の指針に基づく「保存活用計画」だが、名勝三保松原は人工物ではなく

日々変化が生じる自然物であり、日常的に手を加えながら良好な状態に育成する必要があ

る。そのため、本計画中では「保存」ではなく「保全」の用語を使う。 
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1-3 策定の経過 
 本計画の策定にあたり、関係所管による保全・活用の状況確認のための書面での意見聴取

のほか、地域住民や関係団体、名勝三保松原保全育成連絡協議会から意見聴取を実施し、ワ

ークショップも開催した。また、三保松原の保全活用事業の進捗に対して助言する静岡市三

保松原保全活用計画推進専門委員会において、専門的立場からの助言を求めた。 
 

会議等 開催時期 

令和４年度名勝三保松原保全育成連絡協議会 令和 4 年 10 月 26 日 
（2022年） 

三保松原関係団体意見交換会 令和 5 年 2 月 19 日 
（2023年） 

Voice of しずおか 市民討議会 令和 5 年 9 月 30 日 

計画策定に向けた三保松原関係団体ワークショップ 令和 6 年 1 月 28 日 
（2024年） 

令和５年度名勝三保松原保全育成連絡協議会 令和 6 年 2 月 28 日 

令和 5 年度三保松原保全活用計画推進専門委員会 令和 6 年 3 月 21 日 

令和 6 年度三保松原保全活用計画推進専門委員会（第 1 回） 令和 6 年 7 月 31 日 

令和 6 年度名勝三保松原保全育成連絡協議会（第 1 回） 令和 6 年 9 月 30 日 

令和 6 年度三保松原保全活用計画推進専門委員会（第 2 回） 令和 6 年 12 月 26 日 

市民参画手続き（パブリックコメント） 令和 7 年 1 月 7 日 
     〜2 月 7 日 
（2025年） 

令和 6 年度名勝三保松原保全育成連絡協議会（第 2 回） 令和 7 年 1 月 20 日 
 

 
 Voice of しずおか 市⺠討議会          三保松原関係団体ワークショップ 
 
 
  


